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　個体変動・分布を得るため，２人（50歳代

男）について40日間測定を繰り返した．測定

手指は，中指と人差し指の両方を測定し指の

違いによる変動を観察した．繰り返しの時系

列データの分布の解析はSPSSを用いた．

３．結果

　表１（Table１）に手の指（中指，人差し

指）の違いによるヘモグロビン濃度の平均

値，標準偏差，変動係数を示した．中指と人

差し指とでは，AとBとも人差し指で濃度が

高い傾向を示し，変動を大きかったが統計学

に有意差はなかった．

　変動係数（変動の幅）は，中指A：6.16％，

B：4.99％，人差し指A：3.55%，B：2.73%と

中指の指の方が大きかった。

○ヘモグロビン濃度の分布を検討した結果を

図１，図２に示す．図１は，正規分布の仮説

検定をプロットしたものであるが，正規性の

仮説は否定された．歪度， 尖度の統計量，標

準誤差は，それぞれ歪度-0.677，0.501：尖度

-0.156，0.972であった．図２は，対数正規分

１．はじめに

　ヘモグロビン濃度の評価は，トレーニング

評価やパフォーマンス向上に有効である．非

侵襲的方法によってヘモグロビンを経時的に

測定し，登山などの気圧差のスポーツ活動評

価，スポーツ貧血の評価，アスリートの競技

力向上のための評価指標としての有効性を検

討することが目的である．本報告は，非侵襲

的方ヘモグロビン濃度測定の信頼性につい

て，手指の濃度差，時間的変動の個体変動に

ついて解析した．

２．方法

　ヘモグロビン濃度の測定は，近赤外線分光

法（700nmから950nmの光）によった．近赤

外線光は生体組織中を比較的良く透過し，ヘ

モグロビンは酸素化状態に応じて近赤外線領

域で吸収係数が変化するのを応用したもので

ある．末梢血管モニタリング装置（アストリ

ウム）を用いて手指の末梢血管からヘモグロ

ビン濃度を測定した．
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布に従うか否かをみたが，対数正規分布には

適合しなかった．

　図３に日差，時差をみたが，変動係数で明

らかとなったように，日差に一定の傾向は認

められなかった．時差についても一定の傾向

は検出されなかったが，活動中の夕方に高い

傾向が推測された．

４．まとめと考察

　非侵襲的ヘモグロビン濃度測定の信頼性に

ついて，手指の濃度差，時間的変動の個体変

動について解析した．近赤外線分光法による

繰り返し測定による個体変動は，2.7%から

6.2%の値を得た。中指と人差し指の違いによ

る差は，中指で大きい傾向を示した．正規分

布，対数正規分布との適合性はなかった．繰

り返しの時系列データの分布の解析では，日

差，時刻差には明らかな傾向は認められなか

った．

　個体変動の大きさを今回得たので，今後課

題として，多数の測定から分布の推定を行い，

トレーニング評価やパフォーマンス向上に有

効であるか否かを検証したい．
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